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　本年10月、当院は「患者サポートセンター」を開設し、医師・看護
師・MSW(社会福祉士)・事務職員など計17名が一体となったサポー
トを行っています。
　患者さんやご家族の方が、安心安全に医療を受けられるように、多
職種で連携し、通院・入院・退院後も含めて支援することで、患者サ
ービス向上を目指し、患者さんがスムーズに医療機関へ受診・入院で
きるように、また医療機関から退院・転院することができるように、
医療機関、介護施設をはじめ、行政や福祉に関わる多くの施設を繋ぐ
役割を担います。
　具体的には、入院前オリエンテーションをはじめ、早期に退院支援
に介入できるよう入退院支援相談窓口を設置し、患者さん・ご家族の
方への入院案内を行ったり、多様なご相談に対応しています。

患者サポートセンター



　AI問診について

フレッシュ通信

５階東病棟　看護師
　　高岸さん　森川さん　　　　　　　　　　

　以前働いていた病院では急性期病棟で退院調整に関わることが少なく、自宅や施設への退
院調整が行われているのか気になることがありました。そのため当院では地域包括病棟での
勤務を希望し患者さんに向き合って日々頑張っています。支援という面では難しいなと思う
日がありますが、これからも患者さんとその家族の希望に添った退院支援をしたいと思いま
す。

　　　　高岸さん　　　　森川さん　　　　　　　　　　

　当院では10月1日より、患者さんの院内滞在時間を短縮するために「AI問診システム」を
有効活用しています。
　今までの紙の問診票に代わり、スマートフォンやパソコン、タブレットなどにより、AI
（人工知能）が患者さんの症状に応じた最適な質問をしますので、伝え漏れを減らすことが
でき、お手持ちのスマートフォンやパソコンなどからご自宅で人目を気にせず問診を行うこ
とができるようになります。

当院ホームページ　　　　　　　　　　タブレット入力（外来受付時）

スマホ入力（個人）



　人口約15,900人、世帯数約7,400世帯の飾磨地区の皆さん方のふれあいの場や生きが
いづくりの場として楽しくご利用していただけることを目標に、飾磨公民館で行ってい
る地域講座に当院の職員が赴き、「医療・健康講座」と題して2か月に一度、より多く
て、より幅の広い世代の皆さんに医療や健康に関しての講義をさせて頂いています。

　飾磨地区「医療・健康講座」

院内保育所イベント

運動会
　10月15日(火)・16日（水）の２日間、院内保育所で運動会が開催されました。
　園児たちは、かけっこや遊戯などで元気いっぱいに競いました。プログラムの最後には
メダルの授与を行い、笑顔をみせながらとても楽しそうに踊る姿に保育所全体が明るく笑
顔あふれていました。




